
市民の皆様にとりまして、輝かしい一年でありますことをご祈念申し上げます。
本年も皆様に親しまれ、愛される郷土資料館を目指して参りますので、是非、ご来館ください。

郷土資料館　職員一同

新年あけましておめでとうございます
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　R６、７年の２か年中に市民のみなさまより29
件 223点の資料をご寄贈ただきました。貴重な
資料をご提供いただき、誠にありがとうござい
ました。
　この資料の中から日常的に使用された生活用
具等約80点をご紹介いたします。
　この機会にぜひ、ご覧ください。

　3月3日のひなまつりを前に
これまで寄贈をうけましたひ
な人形 9 組を展示します。古
くは明治時代から平成２年制
作のものまで素材、衣装、お
顔立ちなど時代を追ってご覧
ください。

▲昭和30年代のひな人形

酢瓶 ガス炊飯器 石炭ストーブ
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事業報告
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10月

11月

12月

　黒曜石は、ガラス質の石で大
昔の遺跡から発見される石器の
材料としてよく知られています。
その黒曜石のかけらにダイヤモ
ンドペンで絵や模様を描いてみ
る体験事業を行いました。硬く
て割れやすいという特徴を持つ
黒曜石ですが、ダイヤモンドペ
ンで線や文字を描こうとしても
とにかく硬い。12名の参加者の
みなさんは、根気よく作業を進
めていたようです。

　10月13日に擦文文化期の西
島松5遺跡出土品が重要文化財
に指定されたことを記念したシ

ンポジウムが恵庭市民会館の中
ホールで開催され、120名の方々
にご来場いただきました。基調
講演をいただいた北海道大学の
蓑島准教授からは「7世紀、北海
道の中心的拠点は恵庭と余市。
ただし、刀剣の点数は西島松5
遺跡が格段に多く、特異性があ
る」。また「733年に日本古代国
家が秋田城を設置し、北海道と
古代日本との交易の窓口とした
ことで北海道と本州とを結ぶ太
平洋側ルートが後退し、日本海
側ルートが優勢になった。それ
によって西島松5遺跡の全盛期
が終わり、9世紀には日本海側
の江別や札幌が優位になったの
では？」といった貴重なお話を
いただきました。

　郷土資料館の特別展示室で、
10月25日（土）～12月21日（日）
に企画展を開催しました。ユカ

ンボシE7遺跡と西島松5遺跡
のお墓から見つかった副葬品70
点以上と写真パネルなど約50
点を展示し、多くの皆様にご覧
いただきました。

　今年で3回目を迎えることに
なりました、アイヌ文化講演会
事業について報告します。11
月30日（日）に市民会館大会議
室で、アイヌ文化講演会事業を
実  施しました。例年大好評の
内田祐一様（国立アイヌ民族博
物館副館長）に講師をお願いし、
アイヌ民族の方たちが利用して
いた植物や、伝統料理について
お話いただきました。オオウバ
ユリの種の数を数えたエピソー
ドから、実食してきた伝統料理
の数々、そして作り方など様々
な内容をお話しいただきました。
皆さんお腹が空かせながら、調

理方法や植物について楽しく学
ばれていました。私は作ること
はできませんが、味見はできま
すのでいつでもお持ちください。
　さて、アイヌ文化講演会事業
は来年度からお休みとなります
が、皆さんもっと知りたい、不思
議だなと思う事があればいつで
も郷土資料館へおこしください。

▲シンポジウムの様子

体験の様子

▲企画展の様子

▲ ▲

企画展「副葬された金属製品
～西島松5遺跡とユカンボシE7遺跡」
企画展「副葬された金属製品
～西島松5遺跡とユカンボシE7遺跡」

10月25日～12月21日

重要文化財指定記念
シンポジウム「西島松5遺跡」
～古代恵庭の実像に迫る～

重要文化財指定記念
シンポジウム「西島松5遺跡」
～古代恵庭の実像に迫る～

10月13日

令和7年度
第３回アイヌ文化講演会事業

令和7年度
第３回アイヌ文化講演会事業

11月30日

黒曜石カービング体験黒曜石カービング体験

10月11日
はなふる花の拠点 センターハウス1Fはなふる花の拠点 センターハウス1F

恵庭市民会館中ホール恵庭市民会館中ホール

恵庭市民会館大会議室恵庭市民会館大会議室
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事業予定
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２月

３月

　黒曜石は、ガラス質の石で大
昔の遺跡から発見される石器の
材料としてよく知られています。
その黒曜石のかけらにダイヤモ
ンドペンで絵や模様を描いてみ
る体験事業を行いました。硬く
て割れやすいという特徴を持つ
黒曜石ですが、ダイヤモンドペ
ンで線や文字を描こうとしても
とにかく硬い。12名の参加者の
みなさんは、根気よく作業を進
めていたようです。

　10月13日に擦文文化期の西
島松5遺跡出土品が重要文化財
に指定されたことを記念したシ

ンポジウムが恵庭市民会館の中
ホールで開催され、120名の方々
にご来場いただきました。基調
講演をいただいた北海道大学の
蓑島准教授からは「7世紀、北海
道の中心的拠点は恵庭と余市。
ただし、刀剣の点数は西島松5
遺跡が格段に多く、特異性があ
る」。また「733年に日本古代国
家が秋田城を設置し、北海道と
古代日本との交易の窓口とした
ことで北海道と本州とを結ぶ太
平洋側ルートが後退し、日本海
側ルートが優勢になった。それ
によって西島松5遺跡の全盛期
が終わり、9世紀には日本海側
の江別や札幌が優位になったの
では？」といった貴重なお話を
いただきました。

　郷土資料館の特別展示室で、
10月25日（土）～12月21日（日）
に企画展を開催しました。ユカ

ンボシE7遺跡と西島松5遺跡
のお墓から見つかった副葬品70
点以上と写真パネルなど約50
点を展示し、多くの皆様にご覧
いただきました。

　今年で3回目を迎えることに
なりました、アイヌ文化講演会
事業について報告します。11
月30日（日）に市民会館大会議
室で、アイヌ文化講演会事業を
実  施しました。例年大好評の
内田祐一様（国立アイヌ民族博
物館副館長）に講師をお願いし、
アイヌ民族の方たちが利用して
いた植物や、伝統料理について
お話いただきました。オオウバ
ユリの種の数を数えたエピソー
ドから、実食してきた伝統料理
の数々、そして作り方など様々
な内容をお話しいただきました。
皆さんお腹が空かせながら、調

　令和7年６月から令和8年２月
の期間に、8回の講座を行ったア
イヌ文化マスター育成事業です
が、その時の様子を展示します。
5名の小学生は何を見て何を学
んだのか、参加者の感想文や事
業写真のパネルをとおして感じ
取っていただければ幸いです。
　展示期間は3月14日（土）から
4月5日（日）です。
　令和8年度もアイヌ文化マス
ター育成事業を実施する予定と
なっておりますので、応募を迷っ
ている方もぜひ一度見にいらし
てください。

　10月31日、恵み野中学校２
年生５名のみなさんが「総合的
な学習の時間」の「職業体験学
習」のため、郷土資料館を訪れ
ました。体験の内容は、「恵み野
中学校２年生が選ぶ郷土資料館
のイチオシ資料はこれだ！」と題
し、常設展示室を見学後、印象
に残った、または、みんなに知っ
てほしい資料を選び、写真撮影、

資料の説明とその資料を選んだ
理由等を書いて解説パネルを作
成するというものです。資料の
説明文の作成では、図鑑や百科
事典を使って調べ、文章の長さ、

文字の大きさを考えながら真剣
に取組み、自分なりの解説パネ
ルを完成させました。作成した
パネルは、12月末まで常設展示
室に展示させていただきました。

理方法や植物について楽しく学
ばれていました。私は作ること
はできませんが、味見はできま
すのでいつでもお持ちください。
　さて、アイヌ文化講演会事業
は来年度からお休みとなります
が、皆さんもっと知りたい、不思
議だなと思う事があればいつで
も郷土資料館へおこしください。

▲講演会の様子

▲内田様による講演
前回のアンケートで一番多かっ
た食文化についてお話いただき
ました。

皆さん作り方など様々な内容を
楽しく学ばれていました。

▲館長による開会の挨拶
３回目にもなると素晴らしい言
葉がすらすらと出てきます。

アイヌ文化マスター
育成事業成果展

アイヌ文化マスター
育成事業成果展

中学生の総合学習中学生の総合学習
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発行 恵庭市郷土資料館 住所  〒061-1375 恵庭市南島松157-2 TEL   0123-37-1288
開館時間   午前 9 時 30 分～午後 5 時 入館料   無料

編集後記 昨年12月８日に青森県東方沖で発生した地震は、新たな書架を設置後、最初の比較的大きな地震で
した（恵庭の震度は４）。本は数冊を除いてそのまま棚に収まっていましたが、油断は禁物ですね。（よ）

年1月4日発行

アイヌ文化マスター育成事業

10月８・９日に４回目のアイヌ
文化マスター育成事業を実施しま
した。今回は、北見市常呂と、網走
市で学びました。北見市常呂では、
トコロチャシ跡遺跡群などを見学
し、オホーツク文化など、アイヌ文
化につながっていく文化について
学ぶことができました。網走市で
は、北方民族博物館と博物館網走
監獄を見学しました。北方民族博
物館では、アイヌ文化や、北方圏に
住んでいる民族について学び、よ

り大きな視点で文化について学ぶ
ことができました。博物館網走監
獄では、和人の視点から北海道開
拓について学び、アイヌ民族との
共生につながる歴史を学びました。
今回も、各施設の専門家の方たち
に解説していただき、見るだけで
はわからない、より深いところまで
知ることができました。資料館だ
よりが発行される頃には残り２回
となっています。引き続き学んで
いきましょう。

　最後に、わたくし杉浦が資料館だ
よりを書くのはこれが最後になりま
す。恵庭に来てから約５年間ありが
とうございました。思い返せば奈良
県から恵庭市に就職してからという
もの、雪かきや雪かき、そして雪かき
など、あっという間の５年間でした。
　人として、そして学芸員として成
長することができたこの恵庭を飛び
出し、また自分の夢に向かって進ん
でいきます。今後は、資料館職員に
よる抱腹絶倒間違いなしの資料館
だよりが発行されます。お楽しみに！

それでは皆さんお元気で。
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1 月 ２月 ３月

毎週月曜日が 休 館日です。
　ただし、月曜日が 休日 の場合、開館日です。その場合、振替となり火曜日、水曜日が 休 館日となります。
休日 は開館日とし、翌日が 休 館日になります。

　ただし、土曜日、日曜日にあたる場合は、開館日です。
毎月最終金曜日は、資料整理のため 休 館日となります。
　ただし、最終金曜日が休日にあたる場合は、前日が 休 館日になります。
年末、年始の 休 館日は、12月28日～ 1月3日です。

休館日の詳細
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